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1.概要

































































































































































































































































中沢 :書評 坂井博通著 『少子化への道 』
4.文章心理学的考察
実は坂井博通氏の著書の書評を普くに当た
り､まず他の評者が書かれた同著の書評を資
料として紀要担当者から戴いた｡先にそれに
目を通していたら､｢文は人なり｡｣(Thestyle
istheman.)ということわざが豆削このぼった｡
私が大学院生の頃､指導教官のゼミは10数
名の院生が参加するこじんまりとしたものだ
った｡けれどもどういうわけか､海外から日
本を訪れた研究者がよく顔を山して話を聞く
機会が多かった｡滅多にお目にかかれない大
御所もいれば､我々院生と年齢も研究歴もそ
う違わない若手や飛び込みの留学生も混じっ
ていた｡当時アメリカの心理学研究者は文化
比較を唱えるだけで国家予算が得やすい時代
だったので､アジア地域を目指して我先に中
国を訪れた｡いわゆる比較文化ブームである｡
彼らはそのついでに日本に立ち寄った時期で
あった｡そのようないきさつを知ってか知ら
ずか､指導教官のゼミはアメリカ人研究者で
賑わっていたのである｡生きた英語の訓練機
会を与えようという指導教官の ｢親心｣かと
も思ったり､これで1回分のゼミの準備を省
略できるという指導教官の ｢省エネ｣教授法
かとも疑ったり?した｡そんな疑問を知って
か知らずか､ある時指導教官が語ってくれた｡
こうして海外の研究者と直接会っておくと､
彼の論文を読んだときに非常に役立つ｡中に
は難解な英語の文章を得意とする研究者もい
るが､そんなときは本人の顔や声､しぐさや
雑談､果ては性格などを思い出す｡そうする
と｢何だ､あいつはこんな事を言いたいのか｣
と思い当たることがよくある｡なるほど今で
も､その恩師が発足に尽力された学会では､
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海外の研究者との顔を合わせるワークショッ
プが盛んである｡｢文は人なり｣を実践してい
るのだ｡前置きが長くなったついでに､同じ
研究科の2人の先生のことも思い出した｡S
教授とⅠ教授はともに教授学 (授業研究)の
大家で､ともに意欲的に研究され著書も多か
った｡ただS教授はふだん物静かで､口調も
穏やか､というより無口｡二人で話している
と沈黙が続くので非常に疲れる先生だった｡
かたや Ⅰ教授は動作も活発で､汗をフキフキ
体を揺らしながら話される｡人の話を聞くと
さもウンソ/つ/Sつきを火かさ7Iiい｡ところ
がその著作の筆致は正反対であった｡S教授
は熱っぽく語りかける文章｡ Ⅰ教授は冷静で
分析的な文章｡学校現場の先生にも二人の教
授の著作は知れ渡っていたが､実際に二人の
教授に会った先生の9割方は二人を取り違え
てしまう｡先生たちのその時の驚きの顔は印
象的だった｡例えて言えば､長い間文通して
いたペンフレンドと初めて顔を合わせたとき
のちょっとしたショック｡または電子メール
やチャットなどでしか交流していない相手と
のオフラインミーティングでのショックにも
通じる体験だったろうと推察する｡｢文は人に
あらず｣だろうか?
さて､資料としていただいた他評者の坂井
氏著作評に戻る｡そこには｢新人類｣｢超○○｣
｢一線を画す｣｢ギャグ｣｢笑い｣などという
語句がここかしこに登場していた｡どうやら
坂井氏の著作は ｢文は人なり｣を誰もが肯定
する資料であるらしい｡もっとも､坂井氏の
人柄が文章に反映しているのか､逆に文章か
ら得られる著者イメージを保存すべく氏がふ
だんから行動しているのか､機会があったら
氏本人に伺おうと思っている｡
